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表　「文集ひろしま」における平和作文の割合





























たのだそうです。一つ年上のおにいさんは、八幡村といういなかへ、そかいをしていました。戦争もはげしくなってきたので、高学年は観音小学校で、低学年は近所の大き 家をかりたり、お寺で勉強をしていました。そのころは戦争がとてもはげしく「空しゅう 空しゅ 。 」 ろくに勉強もできず、夏休みもありませんでした。　
その日も、母は八時ごろ、近所のお寺へ行きました。本堂の
階段にすわり、勉強が始まる 待っていると、飛行機の音が聞こえてきました。空を見上げ しゅんかん、 「ピカッ。 」と、いなづまのような強い光を首すじに感じおどろいた母は、本堂にとびこみ、かばんを取ろうとしたと ん、
｢ ドカーン。ガラ





表現を用いて本論に入ると、その時の様子を簡潔な説明と、巧みな描写を用いて実にいきいきと描かれている。まるでその場にいたかのような書き方である。五年生でここまで書くことが きたというのは母と子というきわめて近い関係 あり、言葉を越えて親子として通じ合うものがあったからではな だろうか。












ように明日へ向かって明るくのびていったのだった。 「あれっ、おじいちゃんがいない。 」と思ったのは映画 途中だったな 。わたしのとなりの席にいたはずの祖父がいないのだ。母に聞くと、祖父は、つかれたのではなく、 「もうあ 原ばくを思い出したくない。 」 、ぽつんと 残して、休け 場に出 、ということだっ 。　
そういえば、原ばくの話など祖父の口からあまり聞くことが
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あったか。そこは、原爆のおちたところから、何キロメートルぐらいはなれたと ろかということがかいてあった。それをみて、母は、今のわ しと同じ年の十二さいの時に原爆にあっていることを知った れに母は、 、原爆 おとされたところから、わずか三キロメートルのところにいたのだ。わたしははっとした。
　
母が持っている被爆者健康手帳を題材にした作文である。ふだん

























































ごいしぶき 「こんなきれいな自然を、きたなくするようなことは絶対してはいけない。 」わたしは、強く強 思った。 「フランスは、自分の国を守るためか、かく 使っても、きずつ て死んでいくのは、結局同じ人間じゃないか。 」と思う。
　「いや、分かりたくない」とは、どういう意味だろうか。問いかけておきながら、その答えを求めない、というのは相手から どんな答えも拒否し、認めないということである。それだけ、相手の行為や主張は誤りであることを強く主張しているのである。しかし、この表現では相手には伝わらない。なぜなら、相手に質問や反論の機会を与えず、自己の主張を一方的に押し付けることになっているからである。　ただここで問題にすべきことは、この表現が一方的であるから改
めるべきであるということではない。六年生の作者にとっ はそれ
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